
教えて 国際政策ぷろじぇくと

１３名です。伊東理事長に担当理事としてサポート頂いています。

Q１. メンバーは何名くらいですか？

３極：日米欧（JPO、USPTO、EPO）、５極：＋韓、中（KIPO、CNIPA）です。
ユーザー団体は、JIPA、IPO＆AIPLA、Business Europe、KINPA、PPACです。

Q２.  国際政策PJはどんなことをやっているんですか？
特許に関する国際会合（３極、５極、B+会合）に参加し、日本の産業界を代表した提言・意見
発信を行っています。
例：グローバルドシエの機能に関する提唱（XML化、アラート機能、リーガルステータス、

出願人名標準化、庁間ドキュメント共有）、記載要件の実体審査の調和の提言、
図面フォーマット統一化の提言、環境関連検索式の公開の提言、
特許法実体的な調和案の提言（３極ユーザ団体連携）等多数発信

Q３.  ３極、５極ってどこのこと？

実は、IP5の活動を紹介するHPがあります！ https://www.fiveipoffices.org/about

Q４.  今ホットな話題は何ですか？

ジパ新聞(下段ポスター)をご覧ください。

Q５.  活動の中で大変なことは？

Q４.  もっと詳しくIP5のことを知りたいのですが？

各国のユーザー団体と合意形成をしながら３庁、５庁を説得して進める必要があることです。
大きい課題程、マイルストーンをしっかり設定しないと議論が進まないことがよくあります。

https://www.fiveipoffices.org/about


ジ
パ
新
聞

IP5ユーザ参加10周年知
財
は
環
境
に

役
立
つ

知財は経済にプラスの影響？

コロナ後初の３極対面会合

知財集約産業レポート紹介

特許法の実体調和は実現できるか？

GD優先５項目がクローズ！？
G
D
（
グ
ロ
ー
バ
ル
ド
シ

エ
）
の
優
先
５
項
目
に
つ
い

て
の
終
着
地
点
の
模
索
が

続
い
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
と

し
て
は
、
当
初
の
目
的
が

失
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
慎

重
に
ク
ロ
ー
ズ
条
件
が
設

定
さ
れ
る
よ
う
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
ク

ロ
ー
ズ
後
も
、
ユ
ー
ザ
ー
の

意
見
・
要
望
が
受
け
付
け

ら
れ
る
よ
う
に
庁
側
の
受

け
入
れ
体
制
の
構
築
が
欠

か
せ
な
い
。

明日の
知財は
明るい

 

【広告】 国際政策PJメン
バー募集中～世界に羽

ばたけ熱い同志

知
財
は
経
済
に

プ
ラ
ス
の
効
果

を
与
え
る
の

か
？
３
極
の
特

許
庁
そ
れ
ぞ
れ

の
分
析
結
果
が

レ
ポ
ー
ト
と
し

て
発
行
さ
れ
た
。

産
業
界
と
し
て

は
、
こ
の
よ
う

な
デ
ー
タ
分
析

に
基
づ
く
政
策

決
定
が
行
わ
れ

る
こ
と
に
大
き

く
期
待
し
た
い
。

＝
食
＝

開
催
地
の

N
C
で
は

B
B
Q
の
味

で
論
争
が
あ

る
。
１
つ
は
よ

く
あ
る
甘
い

ソ
ー
ス
、
も
う

１
つ
は
ビ
ネ

ガ
ー
が
効
い
た

酸
っ
ぱ
い
ソ
ー

ス
。
ビ
ネ
ガ
ー

も
な
か
な
か

い
け
る
。

や
は
り
対
面
会
議
は

白
熱
す
る
。
歴
史
が

動
く
場
を
感
じ
る
。

前
日
に
産
業
界

で
共
同
提
言
の

為
の
す
り
合
わ

せ
会
議
を
開
催

そ
も
そ
も

知
財
は
産

業
の
発
展

の
た
め
の

制
度
だ
が
、

実
際
に
経

済
に
ど
の

よ
う
な
影

響
を
与
え

て
い
る
の

か
デ
ー
タ

で
し
っ
か

り
分
析

で
き
て
は

い
な
か
っ

た
。
各
特

許
庁
は
こ

の
解
明
に

向
け
分
析

を
進
め
て

い
る
。

・庁データのXML化
・アラート機能
・リーガルステータスの表示
・出願人名標準化
・庁間ドキュメント共有

産業界ニーズとして提言【優先５項目】

＜３極、B＋会合＞ ＜５極＞

・グレースピリオド
・先使用権
・自己衝突

調和に向けた主な論点

譲渡書、図面様式統一提案が採択！

JIPA提案、審査基準の
比較が功を奏して始動

近
年
の
M
&
A
、
事
業
再
編
な
ど
の

動
き
が
加
速
す
る
中
、
特
許
の
権
利

譲
渡
も
頻
繁
に
発
生
し
て
い
る
。
各

国
毎
に
異
な
る
譲
渡
手
続
き
の
調

和
を
目
指
し
、
ユ
ー
ザ
ー
団
体
の
提

案
が
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
J
I
P
A

か
ら
作
業
負
担
の
削
減
に
向
け
、
図

面
様
式
の
統
一
が
提
案
さ
れ
た
。

I
P
5
で
は
、
こ
れ
ら
の
論
点
を
５

庁
の
枠
組
み
で
検
討
す
る
こ
と
を

正
式
に
採
用
し
、
ス
テ
ッ
プ
バ
イ
ス

テ
ッ
プ
で
検
討
が
進
め
ら
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。

AIロードマップ

３
極
の
ユ
ー
ザ
ー
団
体
は
、

特
許
法
の
実
体
的
な
調
和

案
を
ま
と
め
上
げ
、
B
+

会
合
で
紹
介
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
調
和
の
検
討
が
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
と
な
っ

た
が
出
願
人
と
第
三
者
と

の
権
益
の
バ
ラ
ン
ス
を
と

る
中
で
、
シ
ス
テ
ム
が
複

雑
で
あ
る
と
の
指
摘
も
挙

が
っ
て
い
る
。
各
国
の
法

律
制
定
の
背
景
事
情
を
十

分
に
理
解
し
な
け
れ
ば
調

和
の
落
と
し
ど
こ
ろ
を
見

つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

３
極
ユ
ー
ザ
ー
団
体
の
戦

い
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

JIPA、環境技術の特許検索式開示提案
J
I
P
A

は
、
三
極

特
許
庁

ユ
ー
ザ
会

合
に
て
、

環
境
関
連

技
術
の
開

発
・
利
用

促
進
に
向

け
、
環
境

問
題
に
関

連
す
る
特

許
出
願
の

集
合
抽
出

の
た
め
の

検
索
式
を

開
示
す
べ

き
と
の
提

案
を
行
っ

た
。

ま
ず
今
回
会
議
が
五

庁
と
五
庁
ユ
ー
ザ
団

体
と
の
協
働
1
0
周

年
で
あ
る
こ
と
を
祝

し
、
各
庁
及
び
各

ユ
ー
ザ
団
体
の
代
表

者
に
よ
る
コ
メ
ン
ト

を
編
集
し
た
記
念
ビ

デ
オ
が
披
露
さ
れ
た
。

続
い
て
過
去
1
0
年

の
庁
ユ
ー
ザ
協
力
の

成
果

（
G
D
,
P
P
H
他
）

の
振
り
返
り
が
行
わ

れ
、
庁
ユ
ー
ザ
間
の

協
力
の
重
要
性
が
改

め
て
確
認
さ
れ
た
。

I
P
5
に
て
、
「
S
D
G
ｓ
達
成
に
向
け

た
知
財
の
役
割
」
に
つ
い
て
、
庁
・
ユ
ー

ザ
双
方
よ
り
現
状
取
組
の
情
報
共
有
や

意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
J
I
P
A
か

ら
は
、
環
境
技
術
は
独
占
さ
れ
る
の
で

は
な
く
広
く
共
有
さ
れ
る
べ
き
で
、
知

財
を
ラ
イ
セ
ン
ス
す
る
こ
と
で

S
D
G
s
を
推
進
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、

そ
し
て
J
I
P
A

G
r
e
e
n
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
昨
年
開
催
し
、
W
I
P
O

G
R
E
E
N
で
会
員
の
出
願
を
可
視
化

し
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

米
国
ノ
ー
ス

カ
ロ
ラ
イ
ナ

州
の
ソ
ウ
ル

フ
ー
ド
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